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1 ．背景

世界的に薬剤耐性が大きな問題となる中で，

2015年 5月の世界保健機関（WHO）総会におい

て，「薬剤耐性に関する国際行動計画（グローバ

ル・アクション・プラン）」が採択され，日本に

おいても向こう 5年間の計画として「薬剤耐性

（AMR）対策アクションプラン 2016-2020」が決

定されました。この計画には，ヒト，動物の垣根

を超えた分野横断的，いわゆる“ワンヘルス・ア

プローチ”の観点から，内閣官房を中心とし，関

連機関が協力・連携して集中的に取り組むべき対

策が書かれています。目標として①普及啓発・教

育，②動向調査・監視，③感染予防・管理，④抗

微生物剤の適正使用，⑤研究開発・創薬，⑥国際

協力を掲げ，目標ごとに「戦略」と「具体的な取

組」が盛り込まれています。

この計画の成果指標のひとつに，メチシリン

耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）について「ヒトに

関しては 2020年の黄色ブドウ球菌のメチシリン

耐性率を 20％以下に低下させる。」ことが設定さ

れています。MRSAは 2000年代前半より，従前

からあるヒトのMRSAに加え，家畜のMRSAが

ヒトに感染する事例が欧米で報告され始めまし

た。欧米各国の調査で，家畜では豚における保菌

率が高いことが知られており 1），我が国では豚の

MRSAが検出されている欧米諸国から継続的に繁

殖用豚が輸入されています。

家畜や畜産物を輸入・輸出する場合には，動物

検疫を受ける必要があります。動物検疫は，輸入

動物や畜産物を介して家畜の伝染性疾病が日本に

侵入することを防止する仕組みです。また，海外

へ伝染病をひろげるおそれの無い動物や畜産物を

輸出することは，日本の畜産物の国際的な信用を

高めるための重要な役割を担っています。

海外から到着した家畜生体は動物検疫所施設等

で一定期間係留して検査され，畜産物も空海港で

検査を受けています。対象とする伝染性疾病は，

家畜伝染病予防法に定める監視伝染病 99疾病で

あり，これらをひろげるおそれの有無について検

査を受け，合格した生体及び畜産物だけが輸入さ

れます。また，本稿で御報告する家畜のMRSA

の感染のように，監視伝染病には含まれず，動物

検疫の対象疾病では無い感染症についても，国内

の畜産や公衆衛生への影響を考慮し，輸入者の協
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力を得て調査を実施することがあります。

このような背景を踏まえ，動物検疫所では

2016年から輸入繁殖用豚のMRSA保有実態を把

握し，日本における AMR対策に役立つデータを

集積するための調査を実施しています。

2 ．�家畜関連型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌

（livestock-associated methicillin-resistant 

Staphylococcus aureus: LA-MRSA）

MRSAは，入院患者から分離される院内感染型

（hospital-associated MRSA：HA-MRSA），市中

の健康人から分離される市中感染型（community-

associated MRSA：CA-MRSA），家畜から分離さ

れる家畜関連型（LA-MRSA）に分類され，各型

は遺伝子型及び表現型に特徴があることが知られ

ています。

MRSAは 1960年代に HA-MRSAが院内感染の

原因として報告された後，1990年代に健康人か

らの CA-MRSAが，そして 2000年代には家畜に

親和性が高くヒトにも感染する LA-MRSAが問題

となってきました。LA-MRSAは 2004年のオラン

ダ養豚農家の少女への感染 2）を皮切りに，ヒト

への感染事例が報告され始めます。多くの株がメ

チシリン（ペニシリン耐性菌にも有効な抗菌薬）

だけでなく，βラクタム系，テトラサイクリン

系，マクロライド系薬剤等にも耐性を示す多剤耐

性菌です。また，ゲノムタイピング法の一つであ

るMulti Locus Sequence Typing（MLST）により，

多くは ST398に分類されます 1）。

3 ．国内家畜の MRSA 保有状況　

MRSAを含む薬剤耐性菌の日本への侵入は，生

体動物の他，ヒト，畜産物，環境等，複数の経

路が想定されます。農林水産省では，全国の家

畜保健衛生所とネットワークを構築し，家畜分

野での薬剤耐性菌の全国的なモニタリングとし

て 1999年から Japanese Veterinary Antimicrobial 

Resistance Monitoring System （JVARM）を実施

しています。JVARMの一環として動物医薬品検

査所が実施した病性鑑定由来細菌の抗菌性物質感

受性実態調査では，2016年度に分離された豚由

来黄色ブドウ球菌の 45株中 1株がMRSAであり，

ST398であったことが報告されています 3）。その

他に，これまで国内豚ではMRSA ST5，97，221

の分離報告がありますが，国内豚へのMRSA浸

潤率は未だ低い状況と考えられます 4, 5）。

4 ．輸入豚の MRSA 保有状況調査 6, 7）

2016年から当所において国内への LA-MRSAの

侵入経路のひとつとして考えられる輸入豚につい

て，実施したMRSA保有状況調査の概要は以下

のとおりです。

2016年 7月～ 2017年 11月に 6か国（A～ F）

から輸入した豚 32群（A：9群，B：2群，C：10群，

D：8群，E：1群，F：2群），1群当たり 3～ 15頭，

計 261頭の鼻腔スワブ材料について検査し，11群

からMRSA73株を分離しました（表 1）。輸出国

別では A国は 8群，D国は 3群が陽性で，その

他の国は陰性でした。分離株 73株中 17株（1～

2株 /群）について実施したMLST解析では全て

の株が ST398でした。

ST398  17株中 12株について SCCmecタイピン

グ，微量液体希釈法（薬剤感受性試験）及び czrC

遺伝子（亜鉛耐性に関する遺伝子）検出 PCRを実

施しました（動物医薬品検査所に依頼）。12株中 9

株の SCCmecタイプはⅤ型でしたが，3株は ccr遺
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伝子複合体クラスが PCRで確定できず型別でき

ませんでした。微量液体希釈法では，全 12株が

ABPC，TC耐性で一部の株は EM，SMにも耐性

を示しましたが，CPFX，GM，CPの耐性株はあ

りませんでした（表 2）。また，czrC遺伝子は 12

株全てで検出されました。

豚から分離される多くのMRSA ST398は TCに

耐性で，czrC遺伝子を高率に保有し，czrC遺伝

子は SCCmecⅤ型とⅧ型に存在しているとの報

告があります 8-11）。今回の分離株は，これらの欧

米で報告されている豚由来MRSAの典型的な性

状を示していました。

5 ．最後に

本調査により，日本の輸入検疫期間中の豚にお

けるMRSA保有実態が初めて明らかとなりまし

た。調査した 6か国ではいずれも豚生体や豚肉か

らMRSA ST398 の分離報告がありますが，A，D

表 1　輸入豚の MRSA 調査実施状況

輸出国 A B C D E F 計

MRSA陽性群 /検査群数 8/ 9 0/ 2 0/ 10 3/ 8 0/ 1 0/ 2 11/ 32

MRSA陽性頭数 /検査頭数 53/ 70 0/ 16 0/ 79 17/ 75 0/ 10 0/ 11 70/ 261

MRSA分離株数 56 0 0 17 0 0 73

MLST実施株数 13 *** *** 4 *** *** 17

微量液体希釈法実施株数 10 *** *** 2 *** *** 12

***：MRSAの分離無し

表 2　分離株の薬剤耐性状況

株番号 国
MIC値 （µg/mL）注 1）

ABPC注 2） TC SM GM EM CP CPFX

1
A

32 64 >128 0.5 0.5 8 0.5

7 32 32 >128 0.25 0.5 8 0.25

8
D

32 64 16 0.25 0.5 8 0.5

14 32 64 16 0.5 1 16 0.12

15

A

32 32 8 0.5 >128 16 0.5

21 64 128 16 0.5 0.5 8 0.25

22 32 64 >128 0.5 0.5 8 0.5

29 64 64 8 0.5 >128 8 0.5

30 64 64 >128 1 0.5 8 0.5

37 64 128 >128 0.5 0.5 8 0.5

38 32 64 8 0.5 0.25 8 0.5

44 32 32 16 0.5 0.5 8 0.5

ブレークポイント 0.5 16 64 16 8 32 4

注 1）検査は CLSI基準に準拠した微量液体希釈法により実施した。
注 2） ABPC:アンピシリン，TC:テトラサイクリン，SM:ストレプトマイシン，GM:ゲンタマイシン，EM:エリスロマイシン，CP:

クロラムフェニコール，CPFX:シプロフロキサシン
注 3） は耐性を示す。
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以外の 4か国の輸入豚ではMRSAは分離されま

せんでした。このことから，今回の調査結果は輸

出国ではなく，生産農場の状況を反映しているの

ではないかと考えています。また，一部の株で認

めた EM，SM耐性も，生産農場の投薬状況を反

映していたと推測しています。

輸入者には調査結果を提供し，同時に，輸入検

疫期間中の労働安全衛生向上のため，家畜を扱う

際には手洗いやマスクの着用などの一般的な感染

予防対策により，他の多くの伝染性疾病と同様に

MRSAの感染が予防できることや，薬剤耐性を減

少させるためには，薬剤をより慎重に使用し，消

毒や清掃などの飼養衛生管理を徹底することが重

要であることを再認識していただきました。

また，今回の調査結果は AMR対策アクション

プランに携わる関係機関（畜水産安全管理課，動

物医薬品検査所他）とも情報共有し，AMR対策

における基礎データとして提供しています。

畜産物の生産現場において上流にある輸入繁殖

用豚は，日本へのMRSAの侵入経路のひとつと

考えられます。このため，輸入繁殖用豚のMRSA

の保有状況を把握することは重要であると考えて

おり，我が国の AMR対策アクションプランの成

果達成に向けて，微力ながら貢献できるように今

後も国内調査と連動しながら，本調査を継続して

行きたいと考えています。
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